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要　約
　九鬼周造が情緒の意味を重視したことに注目し，その哲学的意義を明らかにする。まず，九鬼哲学の
展開を辿りながら，その哲学全体における情緒論の位置を考える。早期の滞欧中のヨーロッパ哲学の摂
取から，「いき」論の執筆を経て，文芸論及び偶然論の論述までの流れを追いながら，そこで情緒論がど
のような展開をみせたかを検討する。次に，東西の情緒論に影響された部分を具体的に考える。本居宣
長の「もののあはれ」論，仏教における「諦め」の思想，デカルト，スピノザ，マクドゥーガルなどの
感情論，ハイデガーの「気分」の哲学などを検討し，九鬼との関連を明らかにする。最後に，九鬼哲学
の中心をなす偶然論において論じられている形而上的情緒としての「驚異」について，偶然性の三つの
様態に対応させながら分析し，九鬼情緒論における形而上的意義を追究する。
［Abstract］
  This essay aims to elucidate the significance of emotion theory in Shuzo Kuki’s philosophy. In order to contemplate 
the position of emotion theory in Kuki’s philosophy, the idealistic trends of Kuki that from the period when studying 
abroad in Europe to the time when The Problem of Contingency was published are followed through. The particular as-
pects of Kuki’s emotion theory that was influenced by East Asian thought and western philosophers are analyzed as well. 
Such as the theory of Mono no aware by Motoori Norinaga, the thought of Buddhism in Japan, the emotion theory of 
René Descartes，Baruch Spinoza，William McDougall, and the analysis of mood in Martin Heidegger’s philosophy. 
Furthermore, the theory of contingency is analyzed with the metaphysical emotion called astonishment to pursue the 
Metaphysical Characteristics of Kuki’s emotion theory.
 
Ⅰ．はじめに
これまでの哲学の分野では，理性に関しては様々な議論が展開されてきたが，感性の意義に関
しては充分な深まりをみせてこなかった。しかし，我々人間は理性と感性とを共に備えた存在で
ある。理性によって物事を客観的に認識し，冷静な判断を下す。一方，感性によって外界の刺激
日本女子大学　人間社会研究科紀要　第 24 号
114
や内面の欲求を受容する。これら両者のバランスを維持することが現代社会に生きる人間にとっ
て重要な課題である。
近代日本を代表する哲学者である九鬼周造の情緒論は，まさに情緒の問題を全体的にとらえよ
うとしている点で注目に値する。九鬼は「いき」論，人間論，文芸論，偶然論などの様々な視角
から情緒に関わる思索を残している。しかも，彼は情緒の問題を「自然的人間学」の最も重要な
課題と認めることにとどまらず，更に「歴史的人間」「形而上的人間」に統一される「全人」に関わ
る問題として取り扱っている。そうした点で，九鬼の情緒論は，東西を通して，人間存在という
全体的な立場から情緒を探究した意味深いものと言えよう。
しかし，今までの九鬼研究において，情緒論と直接に関わるものは田中久文と小浜善信の二篇
の論文しかない。田中久文は『九鬼周造――偶然と自然』に収められた論文「偶然から自然へ」に
おいて，九鬼の論文「情緒の系図」と「日本的性格」をめぐって，「あはれ」の倫理学という視点か
ら，「情」の自然性と，九鬼情緒論の自他関係の特徴について論じている。小浜善信は『九鬼周造
の哲学――漂泊の魂』に収められた論文「神と世界――『驚きの情と偶然性』，『偶然化の論理』」に
おいて，まず，九鬼の論文「情緒の系図」と，フランス留学中に書いた短歌をめぐって，九鬼が
情緒をありのままに受け入れようとする心境を論じている。次に，九鬼の論文「驚きの情と偶然
性」をめぐって，九鬼の偶然的世界観から，驚きの情と偶然性の関係を説明している。しかし，
小浜は九鬼の論文「情緒の系図」は倫理学とは関係ないとしている。いずれにせよ，二人とも情
緒論を全体的に論じてはいない。
本論では，九鬼哲学の展開を辿りながら，情緒に関わる彼の思索の進展を検討することによっ
て，その哲学における情緒論の位置を考え，更に情緒の形而上的意義を追究してみたい。
Ⅱ．九鬼哲学における情緒論の位置
１．滞欧中のヨーロッパ哲学の摂取と情緒論との関連
九鬼周造は，すでに日本で優れた哲学の教養を持ちながらも，さらに一九二一年から八年間に
わたり，ヨーロッパに留学し，フッサールやハイデガーらから当時の先端の現象学や実存哲学の
思想を摂取した。
また，九鬼はマックス・シェーラーに影響されたこともみられる。シェーラーはフッサールの
現象学を，現実に生きる人間に密接に関連づけた生の哲学へと発展させ，人間の感情を現象学的
に分析することに鋭い洞察力を発揮した。それについて，九鬼は次のように述べている。
なほ Scheler は情緒の重要性を深く洞察した。我々の生活を根本的に揺り動かし，導き彩る
ものは我々の諸情緒である。情緒には，悟性の論理の應用でも變容でもない獨特の論理が支
配してゐる。そして不思議な認識作用を自らの内に含んでゐる。Scheler は人間存在に於け
る情緒生活を重要視し，その本質的開明に努めてゐる點で Scheler の哲學は情緒主義
（Emotionalismus）又は情緒的直觀主義（emotionaler Intuitionismus）とも云はれる。1）
1） 九鬼周造（1981g）．『九鬼周造全集　9』岩波書店，399頁
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この論説からみると，九鬼は当時のヨーロッパ哲学の動向に敏感に反応し，情緒を重視するこ
とを，人間の「本質的開明」への努力として理解している。また，情緒は悟性の論理から独立し
た特殊な論理に従っているにもかかわらず，人間の生活に根本的な影響を与えるものであること
も明示されている。ただし，それはルソーの悟性を排斥する感情主義でもないし，カントの『判
断力批判』にみられる理性と感性の協力を強調する態度でもない。むしろ，それは情緒の本質を
認識した上で，情緒論を悟性の論理とは異なる一種の論理として独立させようとする立場に立っ
ている。
同様の考え方が，九鬼の論文「現代哲學の特色」にもみられる。そこで九鬼は，現代哲学の特
徴の一つとして「非合理性」ということを挙げている。それは，これまでの理性を中心とした哲
学に対して，非合理性に溢れた情緒の重要性が認められた時期に至ったということである。
非合理性といふのは何かと云ふに，Hegel の哲學は理性の哲學であつた。それに對して現代
哲學は非合理的な情緒に重要な意義を認めてゐる。Scheler の情緒主義も一つのあらはれで
ある…ギリシア哲學以来多少の例外はあつても殆どつねに情緒的なものは理性的なものより
も低いものと見られてゐた。それが現代になつて情緒的なもの非合理的なものの意義が十分
に認められて來たのである。2）
こうした非合理性の哲学においては，人間存在の根本的な状態性が示されているとする「不安」
の情緒には特に重要な意味が与えられている。九鬼によれば，当時までのヨーロッパ哲学におけ
る存在論は，「有の哲学」を中心とし，「無の哲学」を検討する余裕がなかった。しかし，現代哲学
においては，「有」だけが認識され得る客観的な対象ではなく，「無」も感得され得る対象となって
きていた。それは，東洋思想が事象の奥に秘められた「無」を感得することと共通しているとも
思われる。人間存在は「無」に直面して生きることに対して，つねに「不安」の情緒を感じている。
そこに，理性を中心とした合理的な哲学の体系とは異なった，人間存在の根本的な情緒性に注目
する非合理性の哲学の独自性がみられる。
従來の存在論がいはば「有の哲學」であつたのに對して何等か「無の哲學」といふやうなも
のが考へられる餘地ができて來た。有は對象として理解されるものであるが，無は對象的客
體的に把へることのできぬものである。何等か主體の奥の奥に無といふやうなものが感得さ
れる…そして不安といふ情緒が現存在の根本的な狀態性である。不安に於て顯はになるのは
無である。存在の開示にあつて不安といふやうな氣分的情緒が大きい意味を有つて來てゐる。
非合理性の哲學である。3）
九鬼はこうした非合理性が最も強調された哲学は，生の哲学と実存哲学であると考える。当時
のヨーロッパ哲学は，「精神」から「生」へ，「生」から「実存」へという方向に展開していた。九鬼に
2） 九鬼周造（1981g）．『九鬼周造全集　9』岩波書店，431頁
3）　同上
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よれば，「精神」は普遍的で抽象的なものであるのに対して，「生」は衝動的で盲目的なものであり，
さらに「実存」は人間的で個人的なものであるという。そのために，「精神」の哲学は論理的構造を
以て，理性の哲学となるのに対して，「生」の哲学は浪漫主義の傾向と結びつく美的性格を持って
おり，「実存」の哲学では人間の根本的な生きる仕方の倫理が核心問題とされている。
これらの非合理性の哲学は，人間学と緊密に繋がって，当時の哲学の一つの方向であるだけで
はなく，九鬼自身の哲学にとっても，その重要な基盤をなすものであった。九鬼によれば，非合
理性の哲学における人間学には，人間がどのように生きるべきかという問題をめぐって，生きる
現実を無限に問い続けられることに新たな哲学的な意味があるという。
従來は人間とは理性的動物であるといふやうに見られて簡單に片付けられてゐたのであるが
人間に於て非合理性が重要な役目を演じてゐることがわかつて來たので人間學といふことは
新たにもち上つて來て，人間が自己の存在の現實に就てどこまでも問ふやうになつた。4）
九鬼は『人間と実存』においても，人間と実存の問題は最も重要な哲学問題であるとし，特に
情緒の問題を「自然的人間学」の最も重要な課題としてとらえている。
九鬼は人間を理解するには，「自然的人間」，「歴史的人間」，「形而上的人間」という三つの相に
分けなければならないと考える。そして，「自然的人間」は浪漫主義で感性的な性質を持っている
ため，人間の情緒はそこに根拠づけられており，情緒論も「自然的人間学」の最も重要な課題で
あるとしている。ただし，情緒は「歴史的人間」，「形而上的人間」にも及び，結局は「全人」の問
題とされている。
九鬼によれば，情緒は心身合一の人間による物の在り方に対する有機的な反応であり，全体的
には，偶然的存在に対する驚きの情と，必然的存在に対する快不快の情と，可能的存在に対する
不安の情という三種類に分けることができる。驚きの情は根本的に第一類の情緒であり，快不快
の状態に影響されない「不苦不樂受」の無記情緒とされている。快不快の情は第二類の情緒であ
り，快感の「嬉しさ」と不快感の「悲しみ」から延伸した「喜び」や「苦しみ」などの情緒が起こり，
さらに「愛」と「憎」をめぐって，「恋しさ」，「恐れ」，「寂しさ」，「怒り」などの一群の情緒が形成さ
れる。不安の情は緊張性に囲まれる性質を持ち，ハイデガーの哲学における不安の概念にみられ
るような人間の欲望による未来への希望や心配に溢れる情緒であるという。
以上が，「自然的人間」の感性的な浪漫主義に根拠づけられた情緒である。ただし，「歴史的人間」
や「形而上的人間」にも情緒はみられる。「歴史的人間」は理性と自由を自覚し，歴史を創造する人
間であり，未来的時間性と社会性を持っている。しかし，様々な可能性に溢れる未来を創造する
自由に恵まれながら，不安の情に直面している。「形而上的人間」は，絶対者に接触する人間であ
り，洞察力としての理性を持ち，様々な謎を追究する存在であるが，それは情緒にまで及ぶ。つ
まり，九鬼の人間に対する理解において，情緒は「自然的人間」に起源し，「歴史的人間」を通して
実存に放射し，「形而上的人間」によって情緒に関わる謎が追究されるというのである。
以上のように，九鬼は滞欧中のヨーロッパ哲学の研究において，非合理性の哲学の領域にあっ
4） 九鬼周造（1981g）．『九鬼周造全集　9』岩波書店，433頁
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て，人間学の側面を重視する「生」の哲学と「実存」の哲学が説く情緒論を重視し，情緒の問題を
「自然的人間」，「歴史的人間」，「形而上的人間」という三つの相に統一される「全人」に関わる問題
としてとらえようとしたのである。
２．九鬼哲学と情緒論との関連
その後，九鬼の情緒論は日本文化とも関連づけて論じられるようになる。
九鬼が滞欧中にヨーロッパで接触した現象学によって，日本の特殊な民族性を持つ「いき」と
いう文化現象を分析したものが『「いき」の構造』であるが，そこでは，日本文化の情的特質がそ
の文化現象の根底に流れていることが強調されている。
具体的には，「いき」の三つの徴表を論じるところに情緒論との関連がみられる。
まず，「いき」の第一の徴表は「媚態」である。九鬼によれば，「媚態」には自己と異性との合一を
求める際に形成される二元の可能的緊張関係が漂っている。そして，その合一が実現された途端
に緊張性が失われ，「媚態」もなくなり，「倦怠，絶望，嫌悪」の感情が起こるという。次に，「いき」
の第二の徴表は「意気地」である。「意気地」は異性に対する反抗の意識と言われる。最後に，「い
き」の第三の徴表は「諦め」である。九鬼によれば，「諦め」は運命を見通す認識によって，執着を
離れたさっぱりした心である。「いき」の「諦め」は一種の退廃的でネガティブな気分でありながら
も，宗教的な立場からみれば，運命に対する一種の静観でもある。
こうした，情緒論を日本文化と結びつける考え方は，帰国後の一九三七年に発表された九鬼の
論文「日本的性格」では，一層顕著になっている。そこでは，知的で意志的西洋文化に対して，
東洋文化は情的文化であり，特に日本文化は「純情の発露を生命とする情的文化」5）であると論じ
られている。
日本文化を情緒論からとらえる考え方は，九鬼の文芸論においてより詳しく展開されている。
『文芸論』に収められた論文「情緒の系図」は，情緒の諸相を詳細に論じたものである。九鬼はこ
の論文において，当時新しく出版された『新萬葉集』に集録された二八七〇首の短歌を手掛かり
に，四十種類余りの情緒の相を哲学的に分析し，情緒の系譜的な関係を論じている。
もとより，短歌や俳句という詩形は人間の生活や感情体験を細部まで観察できる芸術表現であ
る。特に九鬼は，短歌の構造の方が俳句よりも感情の余韻を託すのにより適した形式であるとし
て，俳句より短歌の方を選んだ。なぜならば，短歌は時間的で音楽的なものであり，主観的抒情
により応しいものだからであるという。
「情緒の系図」では，東西の哲学によって，まず情緒の諸相を分析し，それらの情緒に相応しい
短歌を，それぞれ『新萬葉集』から選んでいる。情緒というものは，哲学によって論じられるだ
けではなく，さらに短歌に詠むことによって自然に我々の心に響くであろう。それは哲学におけ
る理性的な分析と日本の短歌に溢れる感受性を融合する試みと言えよう。
既に述べたように，九鬼は人間と実存に関わる諸問題を哲学の最も重要な問題とし，情緒の問
題にあっても，人間存在を視点の中核としている。「情緒の系図」でも，人間存在と情緒の関連が
中心テーマとなっている。
5）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，273頁
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具体的には，「驚」，「欲」，「恐」，「怒」，「戀」，「寂」，「嬉」，「悲」，「愛」，「憎」の十種類の主要な情
緒が人間存在と深く関わっている情緒とされている。「驚」と「欲」の情は人間存在とその生存に関
する情緒とされ，「恐」と「怒」の情は人間の自己保存に関する情緒とされている。「戀」とその裏面
にある「寂」の情は人間の種族保存に関する情緒であって，「戀」の根源は人間の相互塡補的生殖衝
動にあるとされている。主観的情緒としての「嬉」や「悲」と，対他的な客観的情緒としての「愛」
や「憎」は，人間の生存が充実しているかどうかの標準とされる情緒である。更に，「欲」と「寂」
の情は，個的存在としての人間の中核であって，個体としての人間にとって，存続を求める「欲」
と，片割れを自覚した「寂」が根源的情緒とされている。要するに，九鬼の情緒論では心理学より，
人間学において情緒を考えることの重要性が強調されていることが分かる。
    
             
                                                          
              
  図１ 情緒の系図
『九鬼周造全集　4』岩波書店，222 頁
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最後に，九鬼哲学の中心をなす偶然論も情緒論と緊密に関わっていることを指摘しておきたい。
それは，偶然性と驚きの関係性からみられる。九鬼によれば，偶然性に対して起こる情緒は「驚き」
の情である。人間は同一性から離れたもの，現実における当たり前でないものに対して驚くので
ある。九鬼の偶然論の立場から言えば，現実の世界は偶然的存在であり，偶然性の度合いによっ
て，「驚き」の程度も変わっていくにもかかわらず，人間は現実的世界において経験によって認識
を積み重ねていっても，「驚き」の情がなくなることはないという。
如何に驚きを除いて行つても，なほ最後に一つ殘つて，我々に驚きを迫るものがある。それ
は現實の世界そのものが驚きを迫るのである。現實の世界そのものに對して，我々は驚きの
情を禁じ得ないのである。現實の世界は偶然的存在である。形而上的偶然である。何等かの
意味で全體的なものの，單に一つに過ぎぬ。離接肢の一つである。それ故に，我々はその一
つが正に存在することに對して驚くのである。6） 
つまり，九鬼にとって，現実の世界は偶然的存在であるため，偶然的なものに対して起る「驚き」
の情は除くことができないものである。人間は如何に経験が豊かになり，認識が積み重なっても，
現実の世界そのものが存在する限り，それに伴う「驚き」の情は残るはずである。そして，我々
に与えられた離接肢の一つとしての現実に対して起こる「驚き」の情は形而上的情緒でもある。
偶然性の感情當價である驚異は，可能的離接肢の一つが措定された現在の瞬間に，措定の絶
対的理由に對して懐く形而上的情緒である。プラトンが『饗宴』のうちで，甲が乙に「偶然
に邂逅した（ἐντύχῃ）ならば，彼等は驚異に打たれる（θαυμαστὰ ἐκπλήττονται）」と云つて
ゐる（Platon, Symposium, 192c）のは，哲學的驚異としての θαυμάζειν の顯著なる一例であ
る。7）
「驚き」の情が形而上的情緒である場合，それは形而上的偶然に対して起こるものである。九鬼
によれば，形而上的偶然は偶然性を究極に追究した最後に辿り着く一種の「限界様相」であり，
原始偶然とも言える。そして，原始偶然に対して驚くことは，人間を超感性的な世界へ導くので
ある。そこに秘められている力は我々が哲学を思索する原動力にもなっているという。つまり，
九鬼は「驚き」の情を哲学の出発点として，原始偶然という現実の世界そのものを追究し，思索
していたことが分かる。
ともかくも我々は現實の世界が存在するといふ偶然の事實そのものに驚きを感じないではゐ
られないのである。そこには何等か超感性的なものの深淵が開かれてゐる。我々の脚下に開
かれてゐる。そして満身に戰慄を感じて，その深淵に飛び込んで行くのが，形而上學として
の哲學である…現実の世界の偶然性に對して驚くこと，驚いて心臓に動悸を打たせることが，
6） 九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，159頁
7）　九鬼周造（1980）．『九鬼周造全集　2』岩波書店，216頁
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終始一貫して，哲學思索の原動力でなければならないと考へるのである。8）
以上のように，九鬼の情緒論は，ヨーロッパの最先端の哲学から刺激を受けながらも，「いき」
論において日本文化の情的特徴と結びつき，さらに文芸論によって人間の具体的な感情や生活体
験の世界へと広がり，偶然論を通して形而上的意義が与えられることによって，感性の限界まで
追究されたことが明らかになった。
Ⅲ．九鬼情緒論の背景にある東西の情緒論
１．東洋的情緒論の影響
九鬼情緒論においては，東西にわたって様々な情緒に関わる論説が登場する。九鬼はそれらの
思想に影響されながら，独自な情緒論を展開していった。本章においては，九鬼に影響を与えた
代表的な東西の情緒論を，九鬼がどのようにとらえていたかについて具体的に論じてみたい。
まず，日本の「もののあはれ」論と仏教における「諦め」の思想について考察してみよう。九鬼
は『文芸論』に収められた論文「情緒の系図」において，「もののあはれ」について以下のように述
べている。
萬物は，有限な他者であつて，且また有限な自己である。それが謂はゆる「もののあはれ」
である。「もののあはれ」とは，萬物の有限性からおのづから湧いて來る自己内奥の哀調に
外ならない。客観的感情の「憐み」と，主観的感情の「哀れ」とは，互に相制約してゐる。「あ
はれ」の「あ」も「はれ」も共に感動詞であるが，自己が他者の有限性に向つて，また他者
を通して自己自身の有限性に向つて，「あ」と呼びかけ，「はれ」と呼びかけるのである。9）
ここに，九鬼は「もののあはれ」を萬物と自己の有限性が意識された一種の知的反省によるも
のとみて，「憐み」と「哀れ」とが絡み合うところに，深い無力さに染められた哀調が湧いてくると
考えた。それは自然に現れた情緒に属する慨嘆と理性的な思索とが統一された感情である。
同じような考え方は，当時の代表的な美学者大西克礼にもみられる。大西は「もののあはれ」
の意義を検討するなかで，感情の深さが哀調を帯びた反省によって反映されるとしている10）。具
体的に言えば，それは人間がある情緒を体験した後に自然に湧いてくる強い感情の動きと，その
体験に対する知的反省や静観が齎す心の奥を内向的に思索するところに生じるものであるとい
う。
また，九鬼は「情緒の系図」で「寂しさ」と「侘しさ」を論じるところでも，情緒に対する感受性
とそれに関わる理性的な思索が相互に作用していることを説いている。
なほ「寂しい」といふ感情に類似したものに「侘びしい」といふ主観的感情がある。「寂しさ」
8） 九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，175-176頁
9）　九鬼周造（1981c）．『九鬼周造全集　4』岩波書店，202頁
10）　大西克礼（2012）．『幽玄・あはれ・さび　大西克礼美学コレクション1』書肆心水，78頁
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に「悲しさ」が加はつたものが「侘びしさ」であると，大體に於て，考へてよいであらう…
（中略）…日本の精神生活が「寂び」や「侘び」を尊重するのは，「寂しさ」や「侘びしさ」
の缺如性そのものを樂しむまでに訓練されてゐるためである。墨色の方が色彩よりも豊富だ
といふやうな逆説も，「寂しさ」が「樂しい」といふ悖理と同じ心の構へである。11）
この論述からみると，九鬼は「侘しさ」を「寂しさ」と「悲しさ」の融合として理解しようとして
いる。そして，そうした情緒が日本の代表的な文化精神として尊重される原因は，一種のネガティ
ブな情緒を楽しむための訓練にあるようにみられる。つまり，そこには，自然のままに情緒を味
わう一方，その体験を内省的に受け入れる姿勢も現れている。
同じような考えは九鬼の論文「日本的性格」12）にもみられる。九鬼によれば，「諦め」という感情
は「自己の無力を自覺すること」であって，その「諦め」の心は日本的な仏教において最も顕著で
ある。そういうさっぱりした心境は日本文化の特色であり，食生活の「淡泊な趣味」や音楽の静
けさ，墨絵の質素さなどにまで浸透しているという。その執着のない恬淡無碍な心は田中久文が
論文「『あはれ』という美意識にみられる表現の問題」13）において論じた「あはれ」の外在性という
ことに起因していると思われる。田中によれば，「あはれ」は自然のままに表された感情であるに
もかかわらず，「嫌悪」や「軽蔑」という対象を排斥した情緒と，「愛欲」や「執着」という対象を固着
する情緒は「あはれ」に入っていない。それらの情緒を引き起こす対象に出逢っても，自己から
静観した態度で，距離をおいた後に，「あはれ」の心境になれるのである。「もののあはれ」は一種
の「感情による認識論」と思われ，我々は情緒を通して，物の本質を知るというのである。それは，
九鬼情緒論における情緒体験に対する思索という静観の態度と根底において繋がっていると言え
よう。
九鬼情緒論では，こうした「もののあはれ」論に影響された情緒体験に対する静観の態度とい
うものが，形而上的情緒においてもみられる。既に第一章で述べたように，九鬼は「驚き」の情
を形而上的情緒としているが，それを「不苦不樂受」というような中性的な無記情緒としている。
偶然的存在に対して起こる「驚き」の情は一種の興奮した情緒であるにもかかわらず，形而上的
境地において追究されると，それが苦もなく樂もなく，極端を排した情緒として特徴づけられて
いる。
中村元は『原始仏教の生活倫理』において，倫理の基本的立場の一つである「不苦不樂」の「中
道」について論じている14）。原始仏教において，「中道」とは快楽に耽る生き方と苦行に身を捧げる
生き方との二つの極端から離れた実践のことであるという。語義からみれば，「中道」は「最も適
切な道」という意味である。その考えからみると，形而上的情緒である「驚き」という「不苦不樂受」
は，極端な「苦受」と「樂受」を離れた中性的な情緒であることになる。つまり，九鬼は情緒に対
して極端から離れた冷静な捉え方をしており，それは「もののあはれ」論の静観とも似たような
立場に立っていると考えられる。
11）　九鬼周造（1981c）．『九鬼周造全集　4』岩波書店，189頁
12）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，385-387頁
13）　田中久文（2013）．『日本美を哲学する　あはれ・幽玄・さび・いき』青土社，17-18頁
14）　中村元（1995）．『中村元選集〔決定版〕17　原始仏教の生活倫理』春秋社，88-89頁
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要するに，九鬼情緒論における情緒の感受性と情緒体験に対する理性的な反省を融合させる態
度には，「もののあはれ」論ないし仏教における「諦め」の思想の影響が明らかに存在していると言
えよう。
２．西洋哲学の情緒論の影響
次に，九鬼情緒論に影響を与えた代表的なヨーロッパ哲学者であるデカルト，スピノザ，マク
ドゥーガル，ハイデガーの論説について考察してみたい。
九鬼は論文「驚きの情と偶然性」15）において，「驚き」の情を検討するところで，デカルト，スピ
ノザ，マクドゥーガルの論説を参照している。
デカルトは「驚き」の情を最も根本的な情緒とし，情緒を「原始的情緒」と「特殊的情緒」とに分
類している。「原始的情緒」は「驚き」，「愛」，「憎」，「欲」，「喜」，「悲」の六つであり，「特殊的情緒」
はそれらの「原始的情緒」から導き出され，結合された情緒である。
それらのうち，「驚き」の情は「原始的情緒」に属し，第一次的で中性的な情緒である。何等かの
新奇的異常的対象に対して，良いものか悪いものかを知る前に「驚き」を感じるため，「驚き」は積
極的とか，消極的とかいう情緒ではなく，中性的な情緒である。この点は，九鬼もデカルトと同
様に，「驚き」の情を同一性から離れている異常なものに対して起こる情緒として認め，それを第
一類の情緒とし，善悪を問われる前にある中性的な情緒としてとらえている。
しかし，デカルトと九鬼の情緒論には大きな違いもみられる。九鬼によれば，情緒は「肉體と
心との合一としての人間が，物の存在の仕方に對する有機的な反應」16）である。デカルトも情緒
を人間が対象に対する能動的な反応と考えている。しかし，デカルトは心身二元論の擁護者であ
り，精神を神が自ら創造したものと考え，物質である身体と独立的な存在としてとらえている。
そして，精神と身体という独立な実体が結合するところに，人間の情緒が初めて存在すると見な
している。そのために，デカルトは「驚き」の原因を精神がうける不意打ちと，動物精気の物質
的影響との二つに求めている。それに対して，九鬼は人間を心身合一の人間として理解しており，
「驚き」の根拠を心身合一の人間の物の存在様相に対する反応としてとらえようとしている。情緒
は心身のいずれにも同時にかかわらなければならないのである。どちらかというと，デカルトは
情緒が人間の身体に引き起こす生理変化を重視しているが，九鬼は情緒が人間の精神に引き起こ
す心理的変化を重視していることがみられる。
次に，スピノザはデカルトの情念論に依拠しながら自分の情緒論を展開していながらも，「驚
き」については，デカルトと違って情緒として認めていない。九鬼によれば，スピノザは情緒の
現象を自然法則によって理解し観察しようとし，デカルトの六つの原始的情緒である「驚き」，
「愛」，「憎」，「欲」，「喜」，「悲」を，「欲」，「喜」，「悲」の三つの原始的情緒に還元している。
スピノザによれば，すべてのものは自己保存の努力をもち，その努力は精神のみに関わる時に
意志となり，心身双方に関係する場合は衝動となる。人間は「喜び」を「欲し」，「悲しみ」を避け，
「喜び」を与える外物を「愛し」，「悲しみ」を与える外物を「憎む」という。そのようにして，「欲」，
15）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，153-158頁
16）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，25頁
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「喜」，「悲」という三つの原始的情緒が「愛」と「憎」に展開し，そこから様々な情緒が生まれてく
る。この点は，九鬼が「情緒の系図」において，「愛」と「憎」を快不快の情における客観的情緒の
基礎とすることに繋がっているとみられる。しかし，スピノザはすべての表象が相互に連結して
いる全体系的な決定論に基づき，一切の偶然を否定する必然論の立場に立つため，「驚き」の情を
単一で孤立した表象としてとらえ，情緒として認めないのである。新しいものの表象はただ他の
ものと連結が欠けている孤立した表象であるが，実は他の諸表象と同じ性質をもっており，特殊
なものではないという。こうした考えに対して，九鬼は偶然論に基づき，単一で孤立した表象を
偶然的なものとしてとらえ，それに伴う「驚き」の情を情緒として認めている。
続いて，九鬼は社会心理学の創始者であるマクドゥーガルの本能論における「驚き」の情に関
わる論説について検討している。
マクドゥーガルは，人間の本能的行動に伴う情緒を「第一次的情緒」とする。それは，人間の
逃げる本能に伴う「恐れ」，争う本能に伴う「怒り」，自己主張の本能に伴う「得意」，親の本能に
伴う「優しさ」等である。それらの情緒において，好奇心という本能に伴う「怪しみ」の情が含ま
れている。マクドゥーガルは「怪しみ」を普通ではないものに対して起こる情緒と考え，学問と
宗教の主要な本源としてとらえている。そして，彼は人間の本能的基礎があるかどうかに基づき，
「怪しみ」と「驚き」を区別し，好奇心という本能に伴う怪しみを「第一次的情緒」とし，本能的基
礎が欠けている「驚き」は「第一次的情緒」として認めないとしている。
それに対して，九鬼は「怪しみ」と「驚き」とは本質的に切り離されない関係をもっていると考
える。九鬼によれば，この二つの情緒は区別されるよりも，偶然性の度合いによって理解すべき
である。「怪しみ」は小さい形で徐々に現れた偶然的存在に対する能動的な情緒であり，「驚き」は
大きい形で突然に現れた偶然的存在に対する受動的な情緒であるという。この考えに基づき，九
鬼は広い意味において，「怪しみ」と「驚き」のいずれも偶然的存在に対して起こる情緒としてい
る。
最後に，九鬼情緒論におけるハイデガーの哲学の影響を見てみよう。既に第一章で述べたよう
に，九鬼は滞欧中にハイデガーの現象学と実存哲学の思想を摂取した。九鬼の論文「ハイデッガー
の哲學」によれば，ハイデガーの哲学には第一次世界大戦後の理性依存に対する反省から出発し，
心配，憂鬱，不安をめぐる人間の内面的な感性の深淵を探究する姿勢が現れている17）。そして，
人間存在の情態性である「気分」は現存在の外からくるものでもなく，内省からとらえるもので
もない。それは世界内存在の自身の内に既にある性質であって，変化し易いものでありながらも，
自然のままに動く視線から世界を見つめるところに現れるという。そのために，「気分」は純粋な
理論よりも，物事を動的に立体な角度でとらえることができる。それは実存している人間にとっ
て，根源的な生命状態とも言える18）。この点から考えれば，ハイデガーの思想は九鬼情緒論にお
ける哲学の基礎となっているようにみられる。
そして，九鬼は論文「情緒の系図」において「不安」の情緒を論じる時に，「不安」を一種の欲望
の緊張性に制約された気分としている。さらに，「不安」の情緒は第一次世界大戦の後に現れた「不
17）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，270-271頁
18）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，216頁
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安の哲学」の根源的情緒であるという。ここに，「感情」と「気分」の区別が必要とされる。生の哲
学者であるボルノウは『気分の本質』において，「気分」の概念を論じるところで，それについて述
べている19）。「気分」は人間存在の根本的な状態で，特定な対象を持たない一方，「感情」はつねに
特定な対象に関わる志向性を持ち，具体的で方向づけられているという。この点に関しては，九
鬼も情緒を三つの方向に大別している。それは，快不快の方向を取る必然的存在に対する「快不
快」の情と，緊張や弛緩の方向を取る可能的存在に対する「不安」の情と，興奮や沈静の方向を取
る「驚き」の情である。つまり，九鬼情緒論は実存哲学に基づいて，「気分」という人間存在の根本
的な生存状態を認めながら，そうした存在様相を動的にとらえることも踏まえて，情緒の諸相を
具体的に考察し，情緒を全体的に落ち着いた静観として受け止めていると言えよう。
以上のように，九鬼は東西の情緒論を摂取し，それらに与えた影響も取り入れながら，独自な
情緒論を展開していることが明らかになっていると言えよう。
Ⅳ．九鬼情緒論における形而上的意義
既に第一章で述べたように，九鬼は形而上的偶然に対して起こる驚異を形而上的情緒としてい
る。本章では，九鬼の偶然論において論じられた偶然の様態性と驚きの情の諸相を対応させなが
ら具体的に分析し，九鬼情緒論における形而上的意義を追究してみたい。
１．偶然の三様態と驚きの情の諸相
九鬼全集の第三巻に収められた論文「偶然の諸相」において，九鬼は偶然性を必然性に対照さ
せながらその本質を規定し，三つの様態に分けている。
必然性が同一者の同一性の様相的言表であつたに反して，偶然性とは一者に對する他者の二
元性の様相的言表にほかならない。必然性は「我は我である」といふ主張に基いてゐる。「我」
に對して「汝」が措定されるところに偶然性があるのである。20） 
九鬼によれば，偶然性は必然性の否定として，同一性から離れ，「我」に対する「汝」というよう
な相対性が仮定される場合に現れた様相である。そして，九鬼は必然性の三つの様態である定言
的必然と，仮説的必然と，離接的必然とに対応して，偶然性の様態を，定言的偶然と，仮説的偶
然と，離接的偶然との三つの様態として規定している。このことについて，九鬼は次のように述
べている。
偶然とは必然の否定であるから，定言的必然の否定として定言的偶然があり，假説的必然の
否定として假説的偶然があり，離接的必然の否定として離接的偶然がある。定言的偶然とは
「甲は乙である」といふ場合に，乙といふ徴表が甲といふ概念に對して有つ關係である。假
19）　O・F・ボルノウ（藤縄千艸訳）（1973）．『気分の本質』筑摩書房，21頁
20）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，124頁
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説的偶然とは「甲ならば甲である」といふ場合に，この命題に對して「乙ならば乙である」
といふ命題が有つ關係，從つて甲と乙とが有つ關係である。離接的偶然は「甲は甲′である
か甲″である」といふ場合に，甲′または甲″が乙として言ひ表はされる可能性に基いてゐる。
部分としての乙が全體としての甲に對して有つ關係が離接的偶然である。21）
つまり，定言的偶然は概念と徴表の同一性に対して，概念と徴表が相対的二元関係を持つ様態
であり，仮説的偶然は一つの仮説系列にある理由と帰結の同一性に対して，二つの仮説系列にあ
る理由と帰結が相対的関係を持つ様態である。そして，離接的偶然は各部分の総和と全体の同一
性に対して，各部分が持つ可能性に基礎づけられる様態である。
九鬼は偶然性のこれら三つの様態について，具体例を以て論じているので，それらについて触
れておきたい。まず，定言的偶然について次のように述べている。
四葉のクローバーといふやうなものも同様である。三葉といふ場合にまたは殆ど常にクロー
バーに見出されるものであるから，我々は同一性に於てそれを目擊して本質的徴表としてク
ローバーの概念の構成的内容とするのである。四葉といふことはクローバーの可能的内容を
なし得るものであるが，概念との間に同一性を缺く限り，定言的偶然を形成してゐるのであ
る。22）
九鬼によれば，定言的偶然にあって，四葉のクローバーは，三葉のクローバーという一般的概
念に対する個物や例外である。それは，概念に対する非本質的徴表が可能的内容として現われた
ものである。それが概念と徴表の同一性に対して形成された定言的偶然である。
ただし，定言的偶然は論理学上の概念性においてのみ成立すると考えられる。多くの三葉のク
ローバーの中に，ある四葉のクローバーが特殊な存在として現われるということは，確かに偶然
ではあるが，それはただクローバーの一般的概念に対して思惟されたことであるという。そのた
め，クローバーの一般的概念から，ある四葉のクローバーが特殊な存在として限定され，概念の
構成から捨象された瞬間に，クローバーと四葉の関係はもはや偶然ではなくなっていく。そこか
らは，ある四葉のクローバーという特殊な存在が現われた現象の原因が問われることになる。そ
の時点において，定言的偶然は仮説的偶然に展開していくのである。
仮説的偶然は，純粋な論理学に基づく定言的偶然に対し，経験界における因果的偶然および目
的的偶然として現われる。そのために，仮説的偶然は経験的偶然とも言えるという。そして，因
果的偶然と目的的偶然は，各々にさらに積極的方面と消極的方面に分けられている。中に，目的
的積極的偶然と因果的積極的偶然は偶然性の顕著な様態と考えられ，それらの様態の具体例につ
いて，九鬼は以下のように述べている。
目的的積極的偶然は例へば樹木を植ゑるために穴を掘つてゐると地中から寶が出て來たとい
21）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，123-124頁
22）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，125頁
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ふやうな場合である。樹木を植ゑることが目的で，寶を得ることは目的の中に含まれてゐな
かつたから，寶を得たことを偶然といふのである。一方に，植木屋が地を掘つて樹木を植ゑ
る行動の系列と，他方に，盜賊が地中に寶を隱匿した行動の系列とがあつて，その各々獨立
した兩系列間に目的性以外の何等か積極的な關係が立てられたのである。23） 
九鬼によれば，目的的積極的偶然は，一種の目的なき目的という存在が積極的に現れる偶然的
存在である。植木屋は木を植えるために穴を掘っていたのに，地中から宝が出てきたという。そ
れは明らかに目的なき目的の現われである。この点に関して，九鬼は形而上的情緒である驚きの
情もある意味で，このような目的なき目的に対して起こる情緒であると考える。
そして，目的的偶然の裏面に必ず何等かの因果性が存在するという。それは，植木屋が土地を
掘って，宝を得たことの原因を追究すると，その土に埋められた物品の惰性，鍬の機械的作用，
土地の地形などのことも問題となる。それにしたがって，目的的偶然は因果性の問題に還元され，
因果的積極的偶然が現れてくるのである。
ただし，目的的積極的偶然と因果的積極的偶然は，二つ或は二つ以上の系列の間に存在する関
係に基づく偶然である。その意味において，積極的偶然は相対的偶然とも言われ，相対的性質を
持っている。それは経験界において，必然的決定論の立場に立ち，更にその系列の原因を究極的
に追究する場合に，相対的偶然から原始偶然の概念に到達しなければならないことになる。それ
にしたがって，経験界における仮説的偶然は，形而上学における離接的偶然に展開していくので
あるという。
最後に，離接的偶然について，九鬼は次のように述べている
また我々は無數の異つた我を含んだ無數の世界があり得たと考へることが出來る。我々はア
メリカ人でもフランス人でもエチオピア人でも印度人でも支那人でもその他のいづれの國人
でもあり得たのである。我々が日本人であるといふことは偶然である。我々はまた蟲でも鳥
でも獸でもあり得たとさへも考へ得る。蟲でもなく鳥でもなく獸でもなく人間であることは
偶然である。24）
九鬼によれば，離接的偶然において，各部分は全体に対して，離接的可能性の一つに過ぎない
という。離接的偶然の立場からみると，経験界における一般的概念はただ無数の可能的概念の中
から仮定された一つの離接肢である。つまり，我々は動物でも人間でもあり得るし，どの国の人
間でもあり得る。たとえ我々が某国の人間であることは事実であっても，それはただ無数の可能
的離接肢から仮定された一つの現実に過ぎないという。
要するに，偶然性は必然性の否定とされ，同一性から離れた様相である。偶然性の様態は，必
然性の三様態である定言的必然，仮説的必然，離接的必然に対し，定言的偶然，仮説的偶然，離
接的偶然という三様態に規定される。そして，定言的偶然は概念と徴表が対立的二元関係を持ち，
23） 九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，130-131頁
24） 九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，140頁
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仮説的偶然は二つの仮説系列にある理由と帰結が相対的関係を持っている。離接的偶然は各部分
が全体に対する可能性を持つことに基礎づけられる。
論文「情緒の系図」においては，偶然性の三様態に対応して，驚きの情が三つの方向に分けら
れている。それは，「何か有ることも無いこともできるやうなもの」に対する驚きと，「何かと何か
とが遇ふこと」に対する驚きと，「何か稀にしかないこと」に対する驚きである。
具体的に言えば，「何か有ることも無いこともできるやうなもの」という様態は，徴表と概念が
相対的二元関係を持つ定言的偶然に対応している。「何かと何かとが遇ふこと」という様態は，二
つの仮説系列にある理由と帰結が相対關係を持っている仮説的偶然に対応している。「何か稀に
しかないこと」という様態は，各部分が全体に対する可能性を持つことに基礎づけられる離接的
偶然に対応している。
特に「何か稀にしかないこと」に対する驚きをめぐっては，「珍しい」，「可笑しい」，「嚴か」，「美
しい」，「怪しい」という一群の「高等感情」が展開されている。「珍しい」の情は，偶然の稀の特質
から展開し，快感へ移動する一種の独立な情緒で，「可笑しい」の情は，小さいことが突然に現れ
る状況に対して起こる一種の笑いを誘う驚きである。そして，「嚴か」の情は大きいことに対して
起こる驚きの情とされる。カントの名言から言えば，それは，自分の心を充たす星の空と，自分
の心にある道徳法のようなものに対する情緒であるという。また，「美しい」の情は芸術的感情と
も言われ，「雑多な統一」に対する驚きである。「怪しみ」の情は驚きの対象の存在理由が欠けるこ
とに対して起こる情緒であり，宗教の成立にも不可欠なものであると思われる。つまり，「何か
稀にしかないこと」の様態に対する驚きの情は，「可笑しい」において知的情操へ，「嚴か」において
道徳的情操へ，「美しい」において美的情操へ，「怪しい」において宗教的情操へ発展されていると
いう。
以上のように，偶然性の三様態と，それと驚きの諸相との対応を分析することに従って，形而
上的情緒である驚異をめぐる情緒の諸相が明らかになったと言えよう。
２．九鬼情緒論における驚異の形而上的意義
既に第一章で述べたように，驚きの情は形而上的情緒であり，哲学思索の原動力でもある。こ
こでは，驚きと恐れの区別と，驚きの無記性を分析することによって，驚きの情に潜む知性的特
質と，その形而上的意義を明らかにしたい。
まず，驚きの情は知的情緒ともいえるものであるが，それはなぜかということについて，九鬼
は論文「驚きの情と偶然性」において，具体的に論じている。
驚きの原因となる客體が何等の必然性によつて主體に，直接または間接に，結ばれてゐない
ときに，主體の包攝機能にとつて意外なものとして，驚きの情が起るのである。それ故に，
驚きは偶然的なものに對して起る情であるといふことができる。なほ，驚きは，著しく人間
的な情であるといふこともできる。動物にあつては，よほど高等なものにならぬと，驚きと
恐れとの區別が明瞭でない。25）
25）　九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，147-148頁
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九鬼によれば，驚きの情は動物が感じる「恐れ」のような原始的情緒とは異なり，人間のよう
な高等動物でしか感じられない情緒である。つまり，驚きの主体は人間であることが強調され，
驚きの情は著しく人間に属する知的情緒として理解されている。さらに，九鬼は生物発生学の視
点と，言語学の視点からもその考えを論述している。
生物発生学からみれば，鳥が驚いたように飛び立って逃げることは驚きではなく，「恐れ」であ
る。馬の驚く様子においても，鼻の孔を大きく広げることとか，激しい鼻息をすることとか，心
臟の動悸などの表面上でみられる反応は，実際に，馬が何世代かの長い時間を立って，「恐れ」の
情緒に基づいて形成された習慣と思われる。そのために，馬は突然に「恐れ」を感じると，習慣
的に危険から必死に逃げ出そうとするのである。言語学において，驚きの言葉の構造からみれば，
「おどろく」の「おど」が「おそれ」から変化したものとされ，「ろく」が精神的動揺の意味としてと
らえられるという。それに，「恐れ」の方は驚きよりずっと前に現われ，原始的情緒とされている。
そのために，驚きは，生物発生学から見ても，言語学から見ても，原始的情緒である「恐れ」に
対して，知性の発達にしたがって現れた情緒であることが分かると九鬼はいう。
そして，九鬼はダーウィンのある実験を例として，動物である猿は既に「恐れ」と驚きの弁別
ができるとしている。その実験は三段階に設置されている。第一段階において，猿には思いがけ
ないものを投げられたとき，恐れを帯びた驚きの情が観察される。第二段階において，猿は投げ
られたものに少しずつ慣れると，恐れの程度は下がっていくことが観察される。第三段階におい
て，さらに思いがけないものを投げられると，恐れはしないが驚くことが観察された。つまり，
猿の反応からみると，身近の環境に馴染んでいない事柄に対して恐れを帯びる驚きが現われるこ
とがわかる。
しかし，人間の場合において，驚きの原因は，猿の驚いた原因より，ずっと多くの複雑な知的
事象が絡んでいると思われる。その驚きの原因を追究すれば，偶然的存在の三様態である定言的
偶然と仮説的偶然と離接的偶然の意味を認識しなければならないという。そのために，九鬼は偶
然的存在に対して起こる驚きの情を人間のような高等動物でしか感じられない知的情緒としてと
らえている。
次に，驚きの無記性について論じてみたい。既に第二章で述べたように，形而上的情緒である
驚異は「不苦不樂受」という中性的な無記情緒とされている。それは仏教の思想に影響されたも
のではあるが，九鬼の偶然論に深く根ざしたものである。
九鬼によれば，いくら偶然の要素を除いても，最後に原始偶然というものは必ず残っていて，
我々はそれに対して大きい驚きを感じるのである。ただし，九鬼の原始偶然に対する理解はシェ
リングが提唱した原始偶然に基づきながらも，それとは異なる立場を取っている。シェリングの
原始偶然にはまだキリスト教の影響が残っているが，九鬼はキリスト教と関係のない純粋偶然論
の立場に立っている。このことについて，九鬼は次のように述べている。
純粋な偶然論はキリスト教と關係のないギリシア哲學や東洋の哲學の中に見出されるのであ
る…ギリシアでは，へラクレイトスは世界を無茶苦茶に積まれた塵芥のかたまりに譬へたり，
將棋の遊戯をしてゐる子供に譬へてゐる…エンペドクレスの宇宙論にあつて…すべて事物は
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地，水，火，風の四元素が偶然「出逢つた」から出来るといふのが根本思想であるが，殊に
生物の発生を偶然性によつて説明した…印度でも六師外道の無因無縁論といふのは結局，偶
然論にほかならない。ものの現状には因も無く緣も無く，ただ諸々のこの要素が偶然に「出
逢ふ」から斯くあるのである…支那でも，易の原理の根柢は，陰陽の二元が遇ふといふ偶然
性に存するものと考へられる…王充の「遇不遇は時なり」といふ思想も偶然性の哲學である
…日本の神話を取つて見ても，世界の始まりには動きがあつて，動きの中から原始偶然が生
れてゐる。26）
つまり，キリスト教に影響された原始偶然ではなく，九鬼はギリシア哲学と東洋哲学から原始
偶然の概念を理解しようとしている。ギリシアの宇宙論と東洋の思想から出発すれば，物事の根
底に流れている原理は偶然の出会いでなければならない。九鬼によれば，そのような偶然は人間
の生存に巨大な意味を与える時に，運命の形として現われる。運命は人間の意志以外に与えられ
た大きい偶然と考えられ，人間は運命に対して，大きく驚くのであるという。ただし，離接的偶
然の見地からみれば，与えられた一つの運命は無数の可能的離接肢の中の一つが生起したものだ
と考えたとき，運命に対する静観が生まれるという。だからこそ，運命に対して起こる驚きの情
も諦観を基盤とした中性的な無記情緒であるというのである。
以上のように，形而上的情緒である驚異は著しく人間に属する知的情緒であり，人間の実存に
意味深い偶然である運命に対して驚く場合，それは諦観によって無記性に色染められていると言
えよう。
Ⅴ．おわりに
本論において、九鬼哲学を中心に文芸論や「いき」論などの論説も辿りながら、九鬼情緒論の
特徴とその形而上的意義について考察してみた。
まず、九鬼はヨーロッパの哲学における実存哲学から刺激を受け、情緒論の哲学的基礎を築き、
「気分」という人間存在の根本的な生存状態を注目した。次に、日本文化の情的特徴に基づき、情
緒の諸相を具体的に考察し、人間の具体的な感情体験を追究した。最後に、驚異という感情に知
性と無記性が存在することを指摘し、情緒の形而上的意義を明らかにした。
要するに、九鬼情緒論においては、情緒の感受性と情緒体験に対する理性的な反省とを融合さ
せようとする態度が一貫しており、情緒を全体的に落ち着いた静観として受けとめ、その上で情
緒の形而上的意義を感性の限界まで追い求めようとした点に大きな特徴があると言えよう。
26） 九鬼周造（1981a）．『九鬼周造全集　3』岩波書店，164-168頁
日本女子大学　人間社会研究科紀要　第 24 号
130
［参考文献］
A．A．ローバック（堀川直義、南博訳）（1956）．『アメリカ心理学史』法政大学出版局
デカルト（谷川多佳子訳）（2008）．『情念論』岩波書店
藤田正勝（2016）．「偶然性の哲学」『九鬼周造ー理知と情熱のはざまに立つ〈ことば〉の哲学』講談社
廣川洋一（2000）．「アリストテレスの感情論」『古代感情論ープラトンからストア派まで』岩波書店
九鬼周造（1980）．「偶然性の問題」『九鬼周造全集　2』岩波書店
九鬼周造（1981a）．「人間と実存」『九鬼周造全集　3』岩波書店
九鬼周造（1981b）．「現代のフランス哲學」『九鬼周造全集　8』岩波書店
九鬼周造（1981c）．「情緒の系図」『九鬼周造全集　4』岩波書店
九鬼周造（1981d）．「啓蒙期の哲學」『九鬼周造全集　6』岩波書店
九鬼周造（1981e）．「ドイツ観念論」『九鬼周造全集　7』岩波書店
九鬼周造（1981f）．「『いき』の構造」『九鬼周造全集　1』岩波書店
九鬼周造（1981g）．「精神科學的傾向の哲學」『九鬼周造全集　9』岩波書店
九鬼周造（1982a）．「現象學的存在論の課題」『九鬼周造全集　10』岩波書店
九鬼周造（1982b）．「『いき』の構造（『思想』掲載稿）」『九鬼周造全集　別巻』岩波書店
中村元（1995）．「倫理の基本的立場」『中村元選集〔決定版〕17　原始仏教の生活倫理』春秋社
新田昌英（2014）．「フランスにおける情念論の伝統」『アランの情念論』慶應義塾大学出版会
小浜善信（2006）．『九鬼周造の哲学ー漂泊の魂』昭和堂
O・F・ボルノウ（藤縄千艸訳）（1973）．「気分の概念」『気分の本質』筑摩書房
大西克礼（2012）．「あはれについて」『幽玄・あはれ・さび　大西克礼美学コレクション1』書肆心水
大西克礼（2013）．「西洋に於ける自然感情の発達」『自然感情の美学　大西克礼美学コレクション2』書肆
心水
大西克礼（2013）．「万葉集に現れたる自然感情」『自然感情の美学　大西克礼美学コレクション2』書肆心
水
大西克礼（2013）．「自然感情の類型」『自然感情の美学　大西克礼美学コレクション2』書肆心水
坂部恵解説（2000）．『京都哲学選書　5　九鬼周造「偶然性の問題・文芸論」』燈影舎
坂部恵、藤田正勝、鷲田清一編（2002）．『九鬼周造の世界』ミネルヴァ書房
スピノザ（1951）．『エチカ　上、下』岩波書店
高島元洋（2000）．『日本人の感情』ぺりかん社
田中久文（1992）．『九鬼周造ー偶然と自然』ぺりかん社
田中久文（2013）．『日本美を哲学する　あはれ・幽玄・さび・いき』青土社
